アメリカ大衆音楽と「人種」の陰影 : ソウル，カントリー，そしてフォークをめぐる歴史的素描の試み by 川島 正樹
























ンサートを開催したことがある。その模様に関しては以下を参照。Kawashima Masaki, “Center Activities and 
Miscellaneous News in 2012: 1. Listening to the Experiences of Japanese Business Persons Resident in the United 
States in the Early High-yen Period of the 1970s through the 1990s,” Nanzan Review of American Studies 34（2012）: 
61―80; “2. The Receptive Processes of American Popular Music in Japan: A Brief History of Two Bluegrass Bands in 



















































































































て使用されなくなった。この間の事情に関しては以下を参照。“Coon song,” from Wikipedia. Accessed on February 
18, 2019, in https://en.wikipedia.org/wiki/Coon_song.
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が起こった。テキサス生れのジョン・ローマックス（1867―1948）がハーヴァード大学大学院に所属































化のイメージを作っていた［Miller, 2010: 108―109; “Real Value of Negro Melodies,” New York Herald, 





































































　1920年 8月 8日，黒人女性ミニー・スミス（Minnie Smith, 1891―1946）が歌い彼女のジャズ・ハ













































人と歌唱』ではブルースを「ヒットした流行歌」と商業的に解釈していた［Odum and Johnson, 
1925: 149―150］。しかし翌年には「ブルースは黒人のフォーク・ソングである」と修正した［Odum 
































































































した情況が当時はあった」と証言する［Seeger, 1973: 8―17; Walker, 1962］。
　かつては「人種」を超えた曲作りや演奏も行われた。例えば，共に黒人ブルース歌手のテキサス
出身のヘンリ ・ートマス（Henry Thomas, 1874–1930？）と南東部出身のブラインド・ブレイク（Blind 
Blake, 1896―1934）が共演してスクエアー・ダンスのレコードを作ったし，有名な黒人ブルース奏者
のミシシッピ・ジョン・ハート（Mississippi John Hurt, 1892―1966）は古い流行歌である「フランキ ・ー
アンド・ジョニー（Frankie and Johnny）」を歌った。メンフィスのビール・ストリート（Beal 
Street）の白人用クラブではウィル・シェード（Will Shade）率いるメンフィス・ジャグ・バンド（The 





分類されていないままのゴスペル系の曲であった［Charles K. Wolfe, “Columbia Records and Old-
























































































リー・ウェクスラー（Jerry Wexler, 1917―2008）が参入すると，地元スタックス・レコード（Stax 
Records）とアトランティックの連携が生まれ，スタックスは「メンフィス・サウンド」の代名詞の









黒人女性カントリー歌手も人気を得ている。次のヒューズ自身による記事を参照されたい。“Country music’s next 
star is a young black woman. That’s not as ‘Crazy’as it sounds,” Post Everything/Washington Post.com, 2015, 






















































































































リー・ネルソン（Willy Nelson, 1933―）である。彼らの反発は既に 1970年代に始まっており，それ
9）　ロサンゼルスのかつての「黒人暴動」（1965年）が起こったゲットー地区でスタックス社が主催した地域振興コ
ンサート。概要については以下を参照。Wattstax from Wikipedia, accessed on February 21, 2019, in https://
en.wikipedia.org/wiki/Wattstax.
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ド（The Allman Brothers Band）その他の 1970年代後半のサザン・ロック歌手はおしなべて南部的
文化ないし慣習の「進歩性―少なくとも寛容性」を掲げた点で共通性がある。しかし白人演奏者
による南部的アイデンティティの称揚は，チャーリー・ダニエルズ（Charlie Daniels）の「南部は
































う題のアルバムに収められる予定であると判明した［Duffy, 2010; Michaels, 2010］。曲はカントリー










日付は 1981年 12月 11日とあり，本曲の録音時期はそのすぐ前であったと推察される。
このテープがお気に召すものと願っています。伴奏編成は大がかりではないし，私の歌も拙いのは理解
しているのですが，それでもフィーリングと質はファンが心から喜ぶものになっていると思います
［quoted in Michaels, 2010］。
　問題は，なぜこれほど完成度の高い，二人の巨匠によるデュエット作品が 30年近くも埋もれた
ままでいたのか，である。『ガーディアン』が報じるところでは，発見者であるレイ・チャールズ財
団（Ray Charles Foundation）会長のヴァレリー・アーヴィン（Valerie Ervin）はこの資料を文書館の
10）　この曲に関する概要は次のサイトで得られる。“Why Me (Kris Kristofferson song）from Wikipedia,” accessed 
on February 20, 2019, in https://en.wikipedia.org/wiki/Why_Me_(Kris_Kristofferson_song).また二人の実際のデュ
エットも YouTubeの検索することで容易に聞くことができる。なお本件に関する関係者の証言は以下のウェッブ


















































化のさなかのキング牧師とロバート・ケネディ（Robert F. Kennedy, 1925―1968）の相次ぐ暗殺死（前






ト・バック（Get Back）」（1969年 1月 27，28日録音）である。どうしてこのような曲想の変化が短
期間に起こったのだろうか。よく言われるように音楽的志向性の違いが当時はっきりしつつあった




この曲を書いていた 1968年の春から初夏にかけて，アメリカでは事件が増発した。まず 1月 30日
に始まるテト攻勢で当時の南ベトナムの首都サイゴンのアメリカ大使館が解放勢力の武装決死隊に
占拠され，世界にアメリカの勝利の暗い見通しを印象付けた。3月 30日，現職大統領のリンドン・






（The Poor People’s Campaign）はまさに展開中だった。しかし間もなく事態はリベラル派にとって
暗転した。8月 29日，シカゴで開催された民主党全国大会は流血の惨事となり，ベトナム反戦派
が推すジョージ・マクガバン（George Stanley McGovern, 1922―2012）は敗れ，現職副大統領のヒュー












リー（Freddie Mercury, 1946―1991）を描いたヒット映画『ボヘミアン・ラプソディー』（Bohemian 
Rhapsody）（2018年）で取り上げられたことでも記憶に新しい。実は「ゲット・バック」にはレコーディ
ングの際に断念された 1969年 1月 9日付の「パキスタン人は来るな（No Pakistanis）」と題された
オリジナル歌詞があり，「元の場所に帰れ（Get back to where you once belonged）」の対象をパキス
タン系をはじめとする非白人系移民としている点で「レイシスト」のそしりを免れない，問題を含
む歌詞であった。ただし，本来の意図は移民禁止を企てた英国議会への抗議であったことは明らか
である［The Beatles Racist Version of “Get Back”］。そして何らかの理由，おそらくはアップル・
レコード社側からの圧力で，急遽ポール・マッカートニーは意味不明の歌詞を作り，アリゾナから
カリフォルニアに引越す独り者の「ジョジョ（Jojo）」と性別が曖昧な「ロレッタ・マーティン（Loretta 




















13）　イギリスの 1968年の移民制限法の概略に関しては以下を参照されたい。Commonwealth Immigrants Act 1968, 














　三番目の事例はカントリーのブラッド・ペイズリー（Brad Paisley, 1972―）と黒人ラッパーの LL・






















15）　Brad Paisley Feat LL Cool J- Accidental Racist (With Lyrics). Accessed on February 20, 2019, in https://www.
youtube.com/watch?v＝KSurzeGvPrQ. なお歌詞のサイトとしては以下を参照されたい。Brad Paisley Lyrics, 
“Accidental Racist”(feat. LL Cool J). Accessed on February 20, 2019, in https://www.azlyrics.com/lyrics/bradpaisley/
accidentalracist.html. また同曲のランクや論争を含む概要については以下を参照。Accidental Racist from Wikipedia. 




































（Blowin’ in the Wind）」（1963年）に心を洗われ，「人種統合」やベトナム反戦を掲げた社会変革の気
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American Popular Music and the Shadow of “Race” 
A Historical Overview on Soul, Country, and Folk Music
Masaki KAWASHIMA
要　　旨
　本稿はソウルとカントリーという南部由来のアメリカ大衆音楽における「人種」による分断を歴史
的に概観し，その原因を探り，その解消の道を展望することを目的とする。従来フォークロア研究の
分野においては「人種」に基づく独自文化と集団的アイデンティティの発展を肯定的にとらえ，両ジャ
ンルの分断情況を受け入れる見解が主流だった。実は「人種」に沿った大衆音楽ジャンルの分断は元々
あったのではなく，19世紀末から 20世紀初頭にかけて南部で確立した「人種」に基づく隔離体制で
あるジム・クロウがもたらしたもので，それを商業的に利用して収益を上げた音楽産業やそれを肯定
的に受け止めたフォークロア研究者の責任も重い。アメリカ大衆音楽の歴史はミュージシャンの弛ま
ぬクロスオーヴァー努力の歴史でもあった。ジム・クロウ体制が終焉を迎えて半世紀以上を経過して
もアメリカ社会の分断が解消し難く残る現状に鑑み，両音楽ジャンルの解消の可能性も視野に入れて
アメリカ大衆音楽の未来も展望する。
